
ミニ飛行機博物館･･･ふつう型飛行機の作り方

１．型紙をハサミで切り抜く。

２．点線部に、ものさしを当て、使い古しのボールペンなどで折りぐせをつける。

注：主翼と尾翼で、わずかに角度が異なる。(平行ではない)

３．１円玉に、両面テープを巻き、胴体(右)に粘着。

４．１円玉を貼った胴体(右)に、木工用ボンドを塗り、胴体(左)を接着。

注：ずれないように慎重に貼る。

注：ゴム掛け部(１円玉の後ろ下)にボンドを塗るのを忘れずに。

５．尾翼(裏)を、木工用ボンドで接着。

６．主翼(裏)を、木工用ボンドで接着。

注：主翼に上半角をつける。(バンザイさせる → 完成写真参照)

７．ボンドが乾くまで、さわらない。乾燥してから試験飛行し、調整する。

理由：水分のために、重心がずれており、強度もない。
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